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１．はじめに 

補充審査手続（Supplemental Examinations）は、America Invents Act (AIA)下で新設されま

した。この手続は、通常審査の過程において何らかの事情で考慮されなかった情報であって、特

許付与されたクレーム発明に関連が深いと特許権者が考える情報を考慮、再考、又は訂正するこ

とによって、不公正行為を理由として特許が権利行使不能（"patent unenforceability"）になる

リスクを排除することを意図したものです。なお、先行技術の提出に限られず、あらゆる情報の

提出が可能です。また、補充審査は、特許権者のみによって請求が可能です。 

 

  補充審査の施行から既に 2.5年経過しましたが、補充審査の請求件数は、USPTOによる予測

件数よりも遥かに少ない現状にあります。その原因について、以下に説明します。 
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